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第４学年 算数科学習指導案 

指導者 幸町小 奥山 陽祐 

 

研究主題 

 

 

１ 単元名   がい数とその計算 

 

２ 単元について 

（１） 学習内容 

  本単元は、学習指導要領、第４学年の内容 A「数と計算」（２）に示された概数と四捨五入の指導の

ために設定されたものである。 

 

 

 

 

 

  

 児童はこれまでに、４年生の「１億を超える数」で兆の位までの数を学習してきている。「がい数と

その計算」では、概数の意味を理解し、四捨五入を用いて数を手際よくとらえたり処理したりするこ

とができるようにするとともに、目的に応じて概数を用いることができるようにすることをねらいと

している。また概算をすることで、計算における見積もりの必要性や合理性を理解することができる。

その後、次単元「見積もりをつかって」など、概算以外の見積もりの仕方へと発展させていく。 

  本単元では、四捨五入を用いて概数で表す方法や、概数を用いた計算の仕方を学習する。概数の指

導においては、概数にする目的を児童にわかるようにすることが大切である。四捨五入の仕方だけで

なく、何のために概数にするのかをつかませることで、日常生活に活かせるようにしたい。また、概

数の表す範囲についても学習する。概数からもとの数がいくつになるのかに目を向けることで、四捨

五入の理解を深めたい。さらに、概数の量感についても養っていきたい。また、今後の生活や学習場

面において概数で見積もることは、これから学習する計算場面でも活用でき大きな間違いを防ぐこと

にもつながるので、計算を見積もる習慣も身につけさせたい。 

本時では、目的に応じて概算の仕方を選ぶ活動を行う。いつも四捨五入ではなく、その場にあった

見積もりの仕方を考えることを大切にしたい。一人一人が自力解決をできるように個別の支援を工夫

する必要がある。また、本時では、買い物の場面を扱う。算数の学習が生活の役に立つことを実感さ

せやすい素材である。既習を生活の中で活用していく態度を育てることが大切であると考える。 

 

 

 

 

内容 A 数と計算（２） 

（２） 概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。 

   ア 概数が用いられる場合について知ること。 

   イ 四捨五入について知ること。 

   ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積もりをすること。 

基礎・基本を身に付け、論理的に考え、進んで考えを表現し合う子どもを育てる算数学習のあり方 
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（２）既習との関連   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

 ○日常生活で使われている概数を進んで調べ、目的に応じて概数で表したり、概算したりしようとす

る。（関心・意欲・態度） 

 ○数の仕組みに基づいて、概数の表し方を考えることができる。 

また、目的に応じた見積もりの仕方を工夫することができる。（数学的な考え方） 

 ○四捨五入によって概数を求めることができる。また、加減の概算を正しく行うことができる。（技能） 

 ○概数の意味、四捨五入および概数の表し方（ある位まで、上から何桁、以上、未満、以下）がわか

る。（知識・理解） 

 

４ 指導計画（１０時間扱い） 

小
単
元 

学習内容 
時
数 

主な評価規準 
関
意
態 

考
え
方 

技 

能 

知 

識 

が
い
数
の
表
し
方 

○およその数の表し方について考える。 

○「がい数」の意味と「約」を用いて表すこ

とを知る。 
１ 

○数は、目的に応じて大まかにとらえて

考えてもよいととらえている。 

○「がい数」「約」の意味や用い方を理

解している。 

 ○  ○ 

○四捨五入の仕方を知り、ある位までの概数

で表す。 １ 

○四捨五入の意味とその仕方がわかる。 

  ○  

４年 １億をこえる数 

○億、兆の位までの数 

４年 がい数とその計算 

○概数の意味、四捨五入 

○概数の範囲 

○和や差の概算 

○積や商の見積もりのしかた 

５年 見積もりを使って 

○さしひいて 

○切り上げ・切り捨てを使って 

４年 見積もりを使って 

○まとまりをつくって 

３年 買えますか？買えませんか？ 
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○概数にする仕方には主に２通りあること

を知り、四捨五入によって上から１，２桁

の概数で表す。 

１ 

○概数の２つの表し方がわかる。 

○四捨五入で上から２桁の概数にする

ことができる。 

  ○ ○ 

○四捨五入で、100の位までの概数にしたと

き、500になる整数のうち、いちばん大き

い数といちばん小さい数を考える。 

○「以上」「未満」「以下」の用語を知り、こ

れらを使って 500になる数の範囲を表す。 

１ 

○四捨五入で、ある位までの概数にした

ときの概数の表す範囲を考え、説明す

ることができる。 

○以上、未満、以下の用語を用いて、数

の範囲を表すことができる。 

 ○ ○  

○日本のりんごの収穫量をある位までの概

数で表し、棒グラフに表す。 

 
１ 

○一万の位までの概数にすればよいこ

とがわかる。 

○身の回りで概数がどんなところに使

われているか、みつけようとする。 

○ ○   

が
い
数
の
計
算 

○概数についての計算の仕方を考える。 

○和、差、概算の用語や概算の仕方を知り、

和や差の概算をする。 
１ 

○２通りの計算のちがいを明確にとら

え、はじめから概数にして計算するよ

さに気づくことができる。 

○加減の概算ができる。 

 ○ ○  

○積の見積もりの方法を知り、計算して求め

る。 
１ 

○上から１桁の概数にして積の見積も

りの計算をすることができる。 
  ○  

○商の見積もりの方法を知り、計算して求め

る。 
１ 

○被除数、除数を概数にして、商の見積

もりの計算をすることができる。 
  ○  

○目的にあった方法で、買い物の代金を見積

もる。 
１
（
本
時
） 

○身近な生活場面で目的に応じた見積

もりの仕方を工夫することができる。 

○目的にあった方法で、代金を見積もる

ことができる。 

 ○ ○  

 
○たしかめましょう 

 

５ 本時の指導 

 （１）検証の視点 

 仮説３（活用する力を育てる展開や教材の工夫） 

 

 

 

 ○見積もって計算する場の設定 

   児童は本時までの学習を通して、見積もりを学習してきている。しかし、実際の生活においては、

四捨五入の考え方だけでなく切り上げや切り捨ての考え方を使う場面が多い。だからこそ、四捨五

入、切り上げ、切り捨て、それぞれのよさを理解して使い分けていく必要がある。また、学習指導

要領にも、目的に応じて計算の結果の見積もりをし、計算の仕方や結果について適切に判断する活

 既習事項を生かす展開や教材を工夫すれば、子どもは身に付けたことを進んで学習や生活に

活用するようになるだろう。 
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動の大切さが記されている。 

そこで本時では、目的によって見積もりの仕方を選ぶ場面を取り上げる。まず、自力解決に入る

前に１番安い品物の組み合わせが 700 円で買えるかどうかを見積もり、その理由について考えさせ

る。買えるかどうかを判断するには、切り上げが有効であることを確認する。次に、700 円を超え

るとくじが１回引ける場面を設定し、700 円を超えるかどうかを見積もらせる。実態調査の問題５

から、条件にかかわらず感覚的に見積もる傾向がみられるので、見積もりの目的が変わったことを

意識させて、自力解決に入る。目的によって数の丸め方を選ぶ必要性を児童に感じさせたい。700

円を超えているかどうかを見積もるためには、それぞれの代金を切り捨てて、少なめに見積もるこ

とが重要になる。切り上げて見積もった場合と比較検討することで、なぜ少なく見積もらなくては

いけないのかの理解を促したい。また、小麦粉 B とバターA の見積もり方については、様々な考え

がでてくると予想される。それぞれの見積もり方の妥当性を比較検討していきたい。 

適用の場面では、５種類の品物から 700 円を超えないように好きな数の果物を買う場面を設定し

た。実際の生活では、持っているお金で足りるかどうかを見積もる場面がよく存在する。果物の値

段を見積もりながら、足りるかどうかを見積もるには、切り上げて多めに見積もる考え方が適して

いることを理解させたい。 

本時の学習を通して、児童は目的に応じて見積もり方を選ぶようになるだろう。これまで感覚的

に見積もりをしていた児童が、自分の見積もり方がどのような見積もり方なのか、根拠をもって説

明できるようにしていきたい。目的によって見積もりの仕方を選ぶ買い物の場面を取り上げること

で、既習事項が生活の中で役に立つことを実感し、進んで学習や生活に活用していくと考える。 

 

（２）本時の目標 

   ○目的に応じて、概数の表し方を選び、計算の結果を見積もることができる。 

 （３）本時の評価規準 

   ○身近な生活場面で目的に応じた見積もりの仕方を工夫することができる。（数学的な考え方） 

   ○目的にあった方法で、代金を見積もることができる。         （技能） 

 （４）展 開（９／１０） 

過程 学習活動と内容 教師の指導と支援の手立て ◆評価 資料・教具 

問 

題 

把 

握                 

 

 

 

 

 

 

 

１ 既習事項の確認をする。 

 

２ 本時の素材を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○数の丸め方（切り捨て、切り上げ、四捨五入）

の方法について確認する。 

 

 

 

 

 

○どんな買い方ができるか全てのパターンを

確認する。 

○正確に計算するのではなく見積もるという

ことに目を向けさせる。 

掲示物 

 

 

掲示物 

(問題) 

 

 

 

 

 

 

たまご、小麦粉、バターを買いに 

来ました。いくらかかるか見積も 

りましょう。 

スーパーの値段表 

たまご・・・１５８円  小麦粉 A・・・２５８円  バターA・・・１２８円 

  小麦粉 B・・・３１５円  バターB・・・４７８円 
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自 

力 

解 

決        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○700円で買える組み合わせは？ 

①たまご、小麦粉 A、バターA 

（実際の計算 158+258+128=544） 

・それぞれの代金を切り上げて足すと 

200+300+200=700だから、 

700円で買える。 

 

  

 

 

 

３ 学習内容をつかむ。 

 

 

４ 見通しをもち、自力解決を行う。 

②たまご、小麦粉 B、バターB 

（実際の計算 158+315+478=951） 

 

・それぞれの代金を切り捨てて足すと 

100+300+400=800  

少なめに見積もって 800だから 

700円こえる。 

 

 

 

・小麦粉 BとバターBの代金を 

切り捨ててたすと、300+400=700 

 ２品で 700こえるから 

 700円こえる。 

 

③たまご、小麦粉Ａ、バターＢ 

（実際の計算 158+258+478=894） 

 

・それぞれの代金を切り捨てて足すと 

100+200+400=700  

少なめに見積もって 700だから 

700円こえる。 

 

○買えるかどうかを問い、切り捨て、切り上げ、

四捨五入の中で、切り上げの考え方を使うと

簡単に見積もれることに気が付かせる。 

○目的に応じて数を概数にしていくことを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「買えるかどうか」から「こえるかどうか」

に変わっていることに目を向けさせ、どの丸

め方が適しているか確認する。 

○わかりやすい組み合わせから見積もってい

くように助言する。 

○自分の選んだ考えを比較検討の際に分かり

やすくするために、A、Bで色分けされたシ

ールをノートに貼るように指示する。 

○四捨五入して考えている児童には、掲示物や

ノートを活用して振り返らせ、概数にする方

法が他にもあることに気が付かせる。 

○間違った見積もり方をしている児童には、も

との数が見積もりより大きいのか小さいの

かを考えさせ、違う見積もり方をするように

助言する。 

○切り捨てて考えている児童には、どうしてこ

えていると分かるのかを問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒントカー

ド 

お金模型 

（電卓） 

 

シール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見積もりの仕方を考えよう。 

700円をこえるとくじを１回 

引けます。どのように買えば 

700円こえますか。 
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・小麦粉 AとバターBの代金を切り捨

てて足すと、250+450=700 

 ２品で 700こえるから 

700円こえる。 

 

④たまご、小麦粉Ｂ、バターＡ 

（実際の計算 158+315+128=601） 

 

・それぞれの代金を切り上げて足すと 

200+400+200=800  

多めに見積もって 800だけど 

700円こえるかどうか分からない。 

 

・それぞれの代金を切り捨てて足すと 

 100+300+100=500 

 少なめに見積もって 500だけど 

 700円こえるかどうか分からない。 

 

・それぞれの代金を切り捨てて足すと 

 100+300+100=500 

 それぞれの十の位を足すと 

 58+15+28≒100 

 500+100が 700こえることはない。 

 

 

・たまごと小麦粉 Bの代金を足すと 

100+300=400、58+15＜100 

多めに見積もっても 500をこえるこ

とはない。 

 残りの 200 円でバターA を買えばい

いから、700円こえない。 

 

・それぞれの代金を切り上げて足すと 

200+350+150=700 

 多めに見積もって 700だから 

 700円こえない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○切り上げて考えている児童には、どうしてこ

えないと分かるのかを問う。 

○早く終わった児童には、近くの友達と見積も

り方の確認をするように指示する。 

H：自分なりの方法で見積もりの仕方について 

考えて、なぜその丸め方を選んだのか理由

を説明できるようにする。 

L：正確な数値と比べて、概算の方が簡単に計

算できることに気が付く。 

◆身近な生活場面で目的に応じた見積もりの

仕方を工夫することができる。（数学的な考

え方） 
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比 

較 

検 

討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適 

用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・たまごの代金は切り上げ、小麦粉Ｂ

とバターＡの代金を切り捨てて足す

と、200+300+100=600 

切り捨てた分の 15+28 はそれぞれ

50いっていないので 100こえない。 

 700円こえない。 

 

５ 発表された見積もりの考えについ

て話し合う。 

②、③について 

・両方、切り捨てている。 

・切り捨てで少なめに見積もった代金

より、本当の代金の方が高くなる。 

・実際に計算しなくても分かった。 

・こえるかどうかを見積もるには、少

なめに見積もればいい。 

 

④について 

・少なめに見積もっても、こえるかど

うかわからない時もある。 

・切り捨てを使っている部分もある。 

・本当の代金が、見積もった代金より

必ず安くなると分かれば 700 円こえ

ないといえる。 

・○○君の考え方が分かりやすい。 

６ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・もも、バナナ、オレンジ、パイナッ

プル 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれの見積もり方が正しいかどうか考

えさせる。 

○700 円こえると分かる時の見積もり方で共

通点はないか考えさせる。 

○考えが出ないときは、近くの児童と一緒に考

える時間をとる。 

○実際の費用を全体で確認する。 

○こえるかどうか見積もるには、切り捨てで少

なめに見積もるとよいことを確認する。 

 

○自分なりの方法で見積もれていれば認める。 

○見積もっているときの根拠がどんな時でも

成り立つかどうか考えさせる。 

○友達の見積もり方の中から、自分にとって分

かりやすい見積もり方がどれかを考えるよ

うに助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

○「こえるかどうか」から「たりるかどうか」

に変わっていることに目を向けさせ、どの丸

め方が適しているかを考えさせる。 

○「足りるか」と「買えるか」は同じ意味であ

ることに気が付かせる。 

○どうやって 700 円でたりると判断したのか

理由を書くように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーキにのせるフルーツを買うため 

に果物屋さんにきました。残りのお 

金が 700円しかありません。好きな 

果物を選んで 700円でたりるかどう 

か見積もりましょう。 

果物屋さんの値段表 

いちご・・・３５８円   もも・・・１９５円   バナナ・・・９８円 

オレンジ・・１５９円   パイナップル・・・２３９円 
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(実際の計算 195+98+159+239=691） 

もも、バナナを切り上げて足すと 

200+100=300、159+239＜400 

700円でたりる。 

 

・いちご、もも、バナナ 

（実際の計算 358+195+98=651） 

 それぞれ代金を切り上げて足すと 

400+200+100=700 

多めに見積もって 700だからたりる 

 

・いちご・バナナ・オレンジ 

（実際の計算 358+98+159=615） 

 それぞれ代金を切り上げて足すと 

 400+100+200=700 

多めに見積もって 700だからたりる 

 

・いちご、バナナ、パイナップル 

（実際の計算 358+98+239=695） 

 いちごとパイナップル代を合わせて 

多めに見積もって 358+239＜600 

 バナナは 100円未満なのでたりる。 

 

 

 

・もも、バナナ、オレンジ 

（実際の計算 195+98+159=452） 

 それぞれ代金を切り上げて足すと 

 200+100+200=500 

 多めに見積もって 500だからたりる 

 

・もも、バナナ、パイナップル 

（実際の計算 195+98+239=532） 

 それぞれ代金を切り上げて足すと 

200+100+300=600 

 多めに見積もって 600だからたりる 

 

 

○一つの組み合わせができたら、他の組み合わ

せについても考えるように指示する 
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ま 

と 
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・もも、オレンジ、パイナップル 

（実際の計算 195+159+239=593） 

 それぞれ代金を切り上げて足すと 

 200+200+300=700 

 多めに見積もって 700だからたりる 

 

・バナナ、オレンジ、パイナップル 

（実際の計算 98+159+239=496） 

 それぞれ代金を切り上げて足すと 

 100+200+300=600 

 多めに見積もって 600だからたりる 

 

・果物を２つしか選ばない場合は、 

１番高い組み合わせのいちごとパイ

ナップルが、358+239=597、 

切り上げて計算しても 

400+300=700でたりるとわかる。 

他の組み合わせも 700円でたりる。 

 

７ 学習内容をまとめる 

 

 

８ 単元全体のふりかえりをする。 

・四捨五入が役に立つときとそうでな

い時がある。 

・概数は買い物の時に役に立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆目的にあった方法で、代金を見積もることが

できる。（技能） 

○「こえるかどうか」を見積もる場合と「たり

るかどうか」を見積もる場合では、概数の表

し方を変える必要があることを確認する。 

 

○児童の言葉でまとめる。 

 

 

○概数の学習を終えてのふりかえりをするよ

うに助言する。 

 

 

 

見積もる時は目的に合わせてがい数に表すとよい。 


